
出席状況 正会員数　　　　　   50 名　　　　本日出席会員数　　　　　  39 名
 本日の出席率　     88.63％　　　　修正出席率　　　　　　  97.77％

◎会長報告－生駒祐健会長
　皆さん、今日は。先週末から今週にかけていろい
ろと行事がございました。まず、14 日㈯に会長杯ゴ
ルフコンペが開催され多数の会員の皆様のご参加を
戴きありがとうございました。16 日㈪には勿来支所
において「勿来未来話し」という実行委員会があり
私が出席致しました。17 日㈫はクレールコートで新
旧会長・幹事会が開かれ反省会はスムーズに行われ
ましたが新会長・幹事会は熱の入った会議が行われ
たようです。内容については後程鈴村副幹事よりご
報告を戴きたいと思います。また、残念ですが本日
で煙山会員が退会されることになりました。後程退
会挨拶をお願い致します。私からは以上です。
◎幹事報告－渡邉國和幹事
・本年度も来週の最終例会新旧引継を残すだけとなり
ました。皆さんのボックスには来年度の新名刺が
入っていると思いますのでご確認下さい。
・会長・幹事会の案内が届いております。7月 2 日に
正月荘で行われる予定です。
・なこそ夏まつり協賛のお願いも来ております。
◎鈴村次年度幹事より報告

　来年度から幹事ということで初め
て会長・幹事会に出席して参りまし
た。内容は主にガバナー公式訪問に
ついて次期ガバナー補佐、次期分区
幹事さんからご説明を聞いて参りま
した。当クラブのガバナー公式訪問

が 7月 9 日㈬第二週目に決まり、日程は 9時 30 分か
らガバナーと会長幹事の会議、そして 10 時 30 分か
ら協議会に入ります。ですので委員長の皆さんは 10
時までにミドリに集合をお願いします。一般会員の
皆さんは通常と同じ 12 時 30 分から 1時 30 分までの
例会になります。また、ＩＭは今年度行いませんで
したが来年度は行う方向で話が進んでおります。会
長・幹事会の報告は以上です。
◎各委員会報告
◇出席委員会－佐藤政司小委員長
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　本日の出席状況は下記の通りです。
◇スマイルボックス委員会－山下小委員長
・煙山会員は本日が最終例会です。永い間ロータリー
クラブにご尽力戴きありがとうございました。
山下、小熊、鈴木（泰）、岩元、矢代、秋山、高田、
小松崎、斉藤、本間、髙萩、嵐、赤津（善）、峯口、
遠藤、櫛田、鈴木（修）各会員及び渡邉公平ガバナー、
生駒会長、鈴木雅之副会長、川口会長エレクト、渡
邉國和幹事
・大変お世話になりました。　　　　　　　煙山会員
・渡邉公平ガバナー、生駒会長はじめロータリー国際
大会出席ご苦労様でした。山下、富岡、小熊、冨澤
各会員及び渡邉公平ガバナー、鈴村副幹事
・いわき勿来ロータリークラブ会長杯ゴルフ大会で
優勝しました。隠しホールがうまく絡みハンディが
21.5 となり、尚メンバーに恵まれ感謝いたします。

富岡会員
・誕生祝（5月分）ありがとうございました。

佐藤（英）会員
・前回休んでごめんなさい。

橋本、佐藤（英）各会員及び鈴木雅之副会長
・本日早退ごめんなさい。　　　　　佐藤（政）会員
◇新世代委員会－岩元委員長
　先週 6月 12 日㈭にインターアクトクラブリーダー
研修会が須賀川で開催され、ホスト校が岩瀬農業高
等学校、ホストロータリークラブが須賀川ロータリー
クラブでした。開会式では渡邉公平ガバナーが来賓
挨拶をされました。磐城農業高等学校インターアク
トクラブからは顧問の金成先生、1学年男子 5名、斉
藤会員と私岩元で参加して参りました。生徒参加人
数 60 名、顧問教員 16 名、ロータリアン 26 名計 102
名で研修会を行いました。内容については生徒の皆
さんから後日報告をして戴きたいと思います。
◎退会会員挨拶－煙山　寿会員
　この度の人事異動で勿来を離れることになりまし
た。勿来には 2年でしたがその間皆様には大変お世
話になりました。いろいろ思い出はありますが昨年

ロータリーソング　我等の生業
－今月はロータリー親睦活動月間です－

4つのテスト
嵐　　繁雄 会員

　　　　いわき勿来ロータリー・クラブ

の地区大会、猪苗代湖の水草除去、
クリスマス家族会でサンタクロー
ス役をやったこと等沢山ございま
す。今度転勤する石巻工場、岩沼
工場は共に震災被害にあっていま
す。完全復興に少しでも貢献出来
ればと思います。2年間皆さん本当
にありがとうございました。

★
　本年度活動方針に添って、ロータリークラブとし
ての品格、品性を保ちながら、楽しく、明るい密度
の濃い例会の開催と円滑な進行に努めました。
　会長、幹事、各委員会との連携を良くはかり、会
員相互の親睦を深めるため、年 3回の席次変更を実
施しました。
　例会は整然と秩序正しく行われ、卓話中の私語も
なく、会員の皆様のご協力のもとに、1年間ＳＡＡ活
動が出来たことに感謝申し上げます。
★
　ＲＩテーマ「ロータリーを実践し、みんなに豊か
な人生を」地区テーマ「未来の子供たちの輝く笑顔
のために」という目標に沿った形で各委員会が活動
して戴きました。特にガバナー輩出クラブとしてロー
タリー情報については勉強されたと思います。会員
維持、増強についても純増 1名という結果を残しま
した。3委員会の皆さんご苦労様でした。
★
①　職業分類について理解を深め、当クラブの実状
　に照し地域に合った分類を検討した。
②　関連委員会に協力して会員増強に努めた。
③　未充填部門を見直し、会員候補の職業の充填に努
　めた。
★
１.　例会ごとに、出席状況（出席人数、メイキャｯ
プ出席率）を報告をしました。途中で出席率の計
算が変わりました。

２.　毎月第二例会日に、出席奨励賞を、なこそ授産所、
いわき勿来ミツバチプロジェクトから購入し、会
員に贈り出席率向上に努めました。

３.　当クラブからガバナー（渡邉公平会員）を輩出
したので、会員が各委員会に出席したのでメイ
キャップカードがたくさん提出してくれたので出
席率向上することができました。

★
　最初はプログラムが遅く連絡を戴くこともありまし
たが段々早くなり軌道に乗り始めたら 1年が過ぎてし
まいました。外部卓話については皆さんからのご協力
を戴き大変ありがとうございました。
★
①　全ての例会の内容を写真なども使って、分かり
　やすく見やすい形にまとめることができた。
②　次週例会には各自のロッカーに配布することが
　できた。
③　校正など印刷所との連携も密にすることができた。
④　家族例会では、できるだけ参加者全員のスナッ
プ写真を撮り、会報に載せることができない分は
各自に記念として配布した。

★
1　磐城農業高校インターアクトクラブに対し「ロー
　タリーの友」誌を毎月寄贈した。
★
　会員が減少する中で、目標額を前年度より少ない

150 万円に設定しました。又一般会計の地区大会全員
登録料増加で赤字が予想されましたので、いくらか
でも補填できる様、会長以下役員の方々はもちろん
のこと、会員の皆様の絶大なるご理解とご支援によ
り、目標額を大幅に上回る成果を上げることができ
ました。ここに皆様のご理解とご支援に厚く感謝申
し上げます。
★
　会員及び家族を交えた合同の親睦活動を行うとの
方針に対しては、概ね達成されました。
★
　今年度の当地区職業奉仕委員会方針に基づいて職
業奉仕を実践して、みんなが豊かな人生を送れるよ
う努めました。
★
　震災後 3年目を迎えた今年度も、これまでの社会
奉仕活動に加えて、外部からの善意の支援資金をも
とに、地区の復興支援金をも活用して被災した施設
への復旧支援活動への成果を挙げてきた。
★
　環境保全の理解と自然保護の大切さを認識するこ
とを基本とし、地域の環境面の向上に寄与する活動
を行う。この際、社会奉仕委員会、新世代委員会等
と協議協力しながら活動を進める。
★
○ＲＩシドニー国際大会へ渡邉公平ガバナー夫妻他
　クラブより 8名の参加を得た。
○イリノイ州立大学サマーセミナーへ井坂裕樹君を
　送り出した。
○ロータリー財団へ会員より多くの協力を得た。
○国際ロータリー青少年交換留学生福島会議への参
　加とお手伝いを行った。
★
　青少年の社会に対する奉仕活動の認識を深める為
の、磐城農業高等学校インターアクトクラブの育成
と活動に支援すると共に、ロータリークラブとして
青少年の健全な育成と活動に積極的に参加しました。
★
　ロータリー財団の活動に対する理解を深めさらに
ロータリーの公共イメージを高めるように活動した
結果皆さんのご協力を戴き財団への寄付を実行でき
ました。また、財団の資金を有効活用して戴きＰＲ
を行ってもらい公共イメージアップにも繋がりまし
た。
★
１.　9月 8日㈰（2013－ 2014）郡山ビューホテルにて、
　米山記念奨学会員セミナー参加
２.　2014年1月19日㈰いわきワシントンホテルにて、
　後期地区委員会参加
３.　活動計画の年間寄付
⑴　普通寄付金（前期）5,000 × 50 名＝ 250,000 円
⑵　特別寄付金（後期）
　　米山功労者 5名勧誘に努め　　　  550,000 円
⑶　目標達成に協力致しました。（1人16,000円×50名）

★
　厳しい予算でありましたが支出の削減等により、
ほぼ予算内の決算となりました。ご協力に感謝申し
上げます。
★
○毎週会報をホームページにアップし内容の充実を
　計った。
○地区事務所ホームページ作成への協力を行った。


